
包窮3種郵便物認可) zぅ?//I〆: 三弄芭� i三'T-ミム

:-点字-乏謀議議抗議謀議選鱗総量議 特1


か
つ
て
民
主
党
沓

震
な
公
共
事
業
の
典
型
」
と
批
判
し
た
国
賞
諌
早
湾
干

川
拓
事
業
(
長
崎
県
)、・h
完
成
か
ら
二
年
が
過
ぎ
た
が
、
有
明
海
で
は
深
刻
な
漁
業

川
被
害
が
続
き
、
湾
を
仕
切
る
「
潮
受
け
堤
防
」
の
排
水
門
の
開
門
調
査
を
め
ぐ

川
リ
、
せ
め
ぎ
合
い
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
政
権
交
代
か
ら
二
力
月
が
経
過
し
た

川
今
も
、
民
主
党
は
一
枚
岩
に
な
り
き
れ
ず
、
先
送

υの
対
応
を
続
け
る
ぽ
か
り

川
だ
。
及
び
腰
の
理
由
と
は
�
 
l
。

(

鈴

木

伸

幸

�

 

)

サ
ツ
マ
イ
モ
に
レ
タ
ス
、

そ
し
て
タ
マ
ネ
ギ
に
ニ
ン
ジ

ン
l
。
干
拓
地
は
、
秋
の
収

穫
期
を
迎
え
て
い
る
。
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
約
十

南
で

と
市
三
倍
、
約
七
百
か
の
広
大
な

閣
惇

干
拓
地
。
南
東
に
は
雲
仙
・

同
期

普
賢
岳
を
望
み
、
空
を
見
上

臨

げ
れ
ば
ト
ピ
や
チ
ョ
ウ
ゲ
ン

堤

=
。
る

門
あ

水
が

部
水

北
排

のに
防
所

堤
力

け

2
受
の

朝
部

諌早湾干拓事業� 

1989年に着工。� 2007
年に工事終了。 観受

け堤防の長さは約� 7九。北部

と南部にそれぞれ排水門があ

り、長さは合計約 250 ~j~o

防で、仕切られた調整池は淡水

化が進められ農業用水となっ

ているが、アオコの発生など

水質悪イじが問題となってい

る。国はこの事業に2533億円

かりで700誌の干拓地を造

成、それを51億円で長崎県の
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ボ
ウ
も
姿
を
見
せ
る
。
も
反
対
川
護
薮
で
は

「こ
の
期
に
及
ん
で
、
干
時
代
を
遡
れ
ば
、
民
主
党

拓
地
を
つ
ぶ
そ
う
と
し
て
い
木
部
は
明
確
に
諌
早
湾
干
拓

る
の
で
は
な
い
。

「漁
業
被

事
諜
に
反
対
し
た
時
期
が
あ

害
が
続
く
中
、
排
水
門
を
闘
っ
た
。
現
在
、
副
総
理
兼
国

け
て
詞
査
し
よ
う
」
と
い
う
家
戦
略
担
当
相
の
菅
直
人
氏

こ
と
な
の
に
、
地
元
知
事
と
が
党
代
表
だ
っ
た
二
�
 
O
O三

材勺� l
ル
与
党
体
制
の
議
会
は
年
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
卜
(
政
権

頑
な
に
拒
否
す
る
�
 
M

せ
っ
か
公
約
)
に
は
、
は
っ
き
り
と

く
、
中
央
で
政
権
交
代
が
実
「
事
業
の
即
時
中
止
」
と
書

現
し
た
の
に
、
こ
れ
で
は
何
き
込
ま
れ
で
い
た
。

も十
山手
わ

ら

な

い

」

と

こ

ろ

が

、

今

年

の

マ

ニ

，
干
拓
事
業
の
反
対
運
動
を
フ
ェ
ス
ト
で
は
触
れ
ず
じ
ま

続
け
る
元
高
校
教
師
で
「
諌
い
。
政
策
集
で
「
有
明
海
の

早
情
の
干
潟
を
守
る
長
崎
県

再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を

共
同
セ
ン
タ
ー
L

代
表
の
高
推
進
し
ま
す
。
潮
受
け
堤
防

龍

氏
は
、
捨
て
鉢
気
味
に
開
門
に
よ
ヲ
で
入
植
農
業
者

つ
ぷ
、
や
い
た
。
「
民
主
党
長
の
営
農
に
塩
害
等
の
影
揮官
か

崎
県
連
は
開
門
調
査
に
反
生
ひ
な
い
よ
う
万
全
の
対
策

対
。
県
議
会
も
諌
早
市
議
会
を
講
じ
、
入
植
農
業
者
の
理

i
s
t
i
l
l
i
-
-
j
i
 

堤

L 公社に販売。公社は営農者に

リースしている。リース料は� 

ト
�
 ン
ダ
ウ
ン
し
た
。

2003年の 「事業即時中止」と明記� 
1億4000万円程度とされ、土

政権公約 地購入費の金利程度。� 

l
そ
れ
に
は
逆
ら
い
に
く
い
で
一

し
よ
う
一

す
く
、
そ
れ
は
次
の
選
挙
に
一

跳
ね
返
る
。
知
事
が

『関
門一

調
査
に
反
対
』
と
言
え
ば
、
一

に
口
利
き
に
し
て
も
、
知
事
一

と
近
い
方
が
何
か
と
や
り
や
一

ど
、
地
元
組
織
の
協
力
は
欠

か
せ
な
い
。
八
月
の
総
選
挙

で
民
主
党
は
長
崎
県
の
全
四

選
挙
区
で
勝
っ
た
が
、
い
ず
一
一

れ
の
候
補
者
も
温
度
差
こ
そ
一

あ
れ
、

県
連
の
顔
を
立
て
て
一

開
門
調
査
に
は
基
本
的
に
反
一

対
の
立
場
だ
っ
た
。
一

開
門
調
査
に
つ
い
て
民
主
一

党
県
連
は
「
既
に
営
農
者
が
一

い
る
。
開
り
れ
ば
塩
害
対
策
一

や
防
災
で
新
た
な
出
費
や
混
↑

乱
が
生
じ
る
」
・な
ど
を
理
由
一

に
反
対
し
て
い
る
。
だ
が
、
一

突
き
詰
め
る
と
、
県
連
に
は

オ
ー
ル
与
党
体
制
下
、
金
子
一 -

原
二
郎
知
事
と
共
闘
し
て
干
一

拓
事
業
を
支
え
て
き
た
過
去
一

が
あ
り
「
今
さ
ら
態
度
を
変
一

え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
事
情
一

が
あ
る

。

一

あ
る
県
連
関
係
者
が
打
ち
一

明
り
た
。
「
こ
れ
ま
で
の
知
一

事
選
の
有
力
候
補
者
に
は
、

一

干
拓
事
業
反
対
を
打
ち
出
し
一

た
人
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
一

実
際
の
国
政
選
挙
と
な
る

解
を
得
ま
す
」
と
の
表
現
に



に
影
響
力
の
強
い
、

岡
県
出
場
を
取
っ
て
き
た
。
当
初
は
‘
倍
以
上
の
必
・

2
%
に
上
っ 

i

-
日

制

庇

た 
0
2

そ
れ
で
も
、
長
崎
県
で

明

反

対

し

て

い

る

。

だ

っ

た

は

ず

が

、

減

反

政

策

う

小

ι
肱
自
民
党
の
み
な
ら
ず
、
民
持

l

-

耳

吠

主

党

も

事
業
務
)
推
進
す
歪
以
飢

J5
2ハ
場
に
固
執
し
て
い
る
。 

↓川

・
包
1
h
p 

e、

百
民
団
体

「有
明
海
漁
民
竹

E
仙
・
市
民
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

車

輸

ヨ
↑
、

務
屑
の
時
樟
良
治
氏
は

「長

会

EEV
崎
県
は
自
主
財
源
が
少
な

軌

1
J

く
、
大
型
公
共
事
業
の
誘
致

問

食
料
増
産
を
目
的
に
園
醤
畏

た
地
元
選
出
の
酢
会
議
員
や

ニ

ノ

で

は

、

民

主

党

も

自

民

党
も

鞭

H
E
m，
業
に
反
対
し
て
い
る
が
、
地
出

が
始
ま
っ
た
い
き
さ
つ
と
の
だ
。
例
え
ば
、
三
年
前
の
地 

-

A

A

」

域
経
済
が
疲
弊
す
る
中
、

県

陀

l

H

1
民
は
地
域
振
興
策
な
ど
に
よ
」
口

干
拓
事
業
に
つ
い
て
意
思
表
揮

3
3
示
が
し
に
く
い
」
と
話
す 
0 
2

震
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さ
ら
に
は
、

民
主
党
本
部

も
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
の

足
並
み
は
乱
れ
て
い
る
。

菅

氏
の
ほ
か
長
崎
県
に
隣
接
す

る
佐
賀
県
選
出
の
原
口 

'一
博

総
務
相
も
、
関
門
調
査
に
賛

成
だ
が
、
民
主
党
長
崎
県
連

身
の
西
岡
武
夫
参
院
議
員
は
水
田
を
造
成
す
る
干
拓
事
業 

実
は
、
干
拓
事
業
と
西
岡
や
遊
休
農
地
の
問
題
な
ど
で

氏
の
父
親
の
西
岡
竹
次
郎
長
水
資
癌
確
保
、
畑
作
造
成
、

崎
県
知
事

(
当
時
)
は
因
縁
さ
ら
に
は
防
災
と
目
的
は
変

が
深
い
。
一
九
五
二
年
に
諌

質
し
た
が
、
そ
れ
で
も
西
岡
ゴ

早
湾
を
閉
め
き
る
「
長
崎
大
氏
は
、
こ
の
事
業
主
官
氏
ら

干
拓
構
想
」
を
発
表
。
そ
れ
と
対
立
し
て
き
た
。

を
受
け
て
六
四
年
に
、

国

が

最

大

の
問
題
ま
、
こ
う
し 

崎
干
拓
翌
績
を
決
め
た
。
地
方
議
会
議
員
の
政
策
が

、

五 

H
只

推

進

派

。
共
産
免
は
干
拓
事

団

西
岡
氏
側
は
、
干
拓
事
業

民
意
を
無
視
し
て
い
る
こ
と 

関
係
は
否
定
す
る
が

「防
元
紙
に
よ
る
県
民
ア
ン
ケ

災、

で
必
要
」
を
理
由
ト
。

干
拓
事
業
の
一
震

は

2
3

り
関
心
毒
っ
。
選
挙
で

ふ

に
、
徹
底
し
て
推
進
派
の
立
・ 

2
%
で
、
反
対
は
そ
の
三

詞

「

れ
-
大
き
な
問
題
は
発
生
し

却な
か
っ
た
実
績
が
あ
る
。
長

デ
ー
期
の
関
門
調
査
に
は
理
が
あ

、
り
そ
う
な
の
問
。

叩

た
だ
、

淀

院

で

は

、

「

こ
し
い
の
は
、
昨
日
賀
県
は
漁

業
従
事
笹
野
多
い
こ
と
も
あ

っ
て
、

吉
川
底
知
事
と
民
主

党
県
連
は
共
に
開
門
に
賛
成

の
立
場
。
一
方
の
当
事
者
の

赤
松
広
隆
農
相
は
、
控
訴
を

取
り
下
げ
る
乙
と
も
で
き
る

の
に
、
地
元
の
意
見
が
割
れ

て
い
る
こ
と
を
盾
に
「
地
元

で
話
し
合
っ
て
」
と
げ
た
を

預
け
て
し
ま
コ
た
の
だ
。

前
出
の
高
村
氏
は
こ
う
嘆

く
。
「
隣
県
同
士
で
話
し
合

っ
て
も
、
メ
ジ
ツ
の
ぶ
つ
か

り
合
い
で
こ
じ
れ
る
だ
り
。

国
営
事
業
な
の
だ
か
ら
、

圏

が
判
断
す
べ
き
だ
。
結
局
は

判
断
の
先
送
り
で
¥
そ
れ
は

官
僚
組
織
の
得
意
技
。
赤
松

大
臣
は
、
取
り
込
ま
れ
て
し

A 

A

E

開
門
調
査
を
め
る
た
め
に
排
水
門
の
開
門
な

題
も
予
想
さ
れ
る
が
、
部
分

ぐ
る
係
争
」
は
ど
ヨ
な
っ
て
ど
を
求
め
て
提
訴
。
佐
賀
地
開
門
な
ど
で
調
整
す
れ
ば
、 

1
寸 

い
る
の
か。

、

裁

は
昨
年
六
月
、

「五
年
聞

か
つ
て
の
半
分
程
度
の
干
潟

璽
又
り
堤
防
が
閉
め
き
ら
の
開
放
調
査
」
を
命
じ
た
。
も
再
生
可
墜

と
話
す
。

れ
た
九
七
年
以
後
、
ノ
リ
蓋

国

は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
控
新
た
な
問
題
を
懸
念
す
る

殖
や
二
枚
目
一
の
タ
イ
ラ
ギ
漁

訴

し
た
。

声
も
あ
る
。
だ
が
「
防
災
対

な
ど
へ
の
漁
業
被
害
が
相
次

多
く
の
専
門
家
は
「
開
門
策
は
排
水
路
の
整
備
や
排
水

い
だ
。

「自
然
の
海
水
浄
化
で
諌
早
縄
の
環
境
は
か
な
り
ポ
ン
プ
の
設
置」

「塩
害
に

装
置
で
あ
り
、

魚
介
舗
の
産

改
善
さ
れ
る
」
と
み
る
。
九

は
除
塩
措
置
」
「
農
業
用
水

卵
、
成
育
の
場
」
と
さ
れ
る
州
大
学
の
経
塚
雄
策
教
掻
は
に
は
本
明
川
の
余
剰
水
の
利

干
潟
が
堤
防
に
よ
っ
て
消
誠

「
(
関
門
で
)
堤
防
が
な
い
同
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
可

し
、
さ
ら
に
潮
流
の
変
化
が
場
合
の
八
割
程
度
の
潮
汐
変
能
と
さ
れ
る
。

影
響
し
た
疑
い
が
あ
る
。
化
が
現
れ
る
。

常
時
開
門
で
何
よ
り
、 

O
二
年
四
月
か

撃

事

り
は
、
堤
防
が
環

は
豊

川
が
速
す
ぎ
、

海
底
が
ら
五
月
に
か
け
て
二
十
七
日

境
へ
与
え
る
髭
響
を
調
査
す
掘
り
起
こ
さ
れ
る
な
ど
の
開

閣

の
短
期
間
剤
「
調
査
が
行
わ

赤松農相は 「官僚組織の得意技だ」問題先送り

ま
っ
た
の
か
」

J

諌早湾干拓事灘で赤松農相と会談
し、 開門調査の早期実摘を要請書し
た佐賀県の古川康知 事。 右は原口
総 務祖=先月22目、農水省で、

ミモさちれ グ良徴 トに難 入ん  
Fデれららギいにツも 読 っと今
こルた はれロが光プな地て「年
バと 環 公てチ 、が公る名い八の
モし 境 共いンさ当共 のクたツ 流釧
バてを事な グτた 事 かイ。場 行
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ヘ自生でか方皐 た」。ののムに
だを す破 。 は 湾 の の 「常 先 」 
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こ
の
問
題
が
や
や


